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パンコムギは3種類のゲノムをもつ六倍

体であることが特徴です。今からおよそ

2百万年前、野生のヒトツブコムギとク

サビコムギが交雑して四倍体のフタツブ

コムギができました。この中の一種が、

マカロニやスパゲティーの材料となるマ

カロニコムギになりました。およそ8千年

前、フタツブコムギと雑草のタルホコム

ギが交雑し、六倍体のパンコムギがで

きました。このように、パンコムギは3種

の野生コムギに由来する3セットの遺伝

子をもちます。しかし、パンコムギは3つ

の遺伝子全てを使っているわけではない

ことがわかってきました。

私たちは、穂の形成に働くWLHS1遺

伝子の解析を行いました。その結果、3

つの遺伝子のうち正常に働いているの

はタルホコムギに由来する遺伝子のみ

で、ヒトツブコムギとクサビコムギに由

来する2つは、突然変異によりつぶれて

いたり、発現が抑制されていることがわ

かりました。

この研究は、倍数性の高等植物に存

在する複数の遺伝子セットがどのように

使い分けられているかを初めて明らかに

したものです。高等植物は、なぜ倍数

性で進化してきたのかを知る重要な手

がかりになると考えられます。

高等植物のゲノム進化の謎に迫るコムギ
―植物における倍数性進化はこうして起こった―

村井 耕二／荻原 保成ゲノムでわかる生物の
進化と多様性の秘密

B 25

展示責任者

展示責任者所属

がんの治療には、できるだけ正確に診

断を行うことが重要です。良性腫瘍か

悪性腫瘍か判断し、悪性腫瘍ならば、

がんの種類を的確に診断し、適切な治

療を施す必要があります。現在のがん

の診断は、臨床情報や組織病理学的

情報に依存しており、そのような情報に

基づく医師の診断は主観的になりがち

であることが指摘されています。臨床情

報は不完全で紛らわしい場合がありま

す。加えて、がんの識別に必要な形態

的特徴が欠損している場合もしばしば

あります。

近年、臨床情報や組織病理学的情報

による診断に替わる方法として、マイク

ロアレイを使った診断が注目されていま

す。マイクロアレイ技術は、数千の遺伝

子の発現量を同時に測定することがで

きます。腫瘍サンプルにマイクロアレイ

技術を適用することにより、がん細胞内

の異常を遺伝子発現のパターンとして

観測することができます。この「ゲノムひ

ろば」では、パターンからがんの診断を

コンピュータを使って行う、新しいアプ

ローチを紹介します。

マイクロアレイデータを使った医療診断
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（図1）マイクロアレイ技術によって得られる遺伝子発
現パターン

（図2）コンピュータによる識別ルール獲得の原理

こころはヒトの進化とともに発達してきま

した。こころの病もそれに伴って負の遺

産として起こってきたとも考えられていま

す。しかし、こころの病は文明や文化に

も寄与しており、人間にとってかならずし

も負の側面ばかりではありません。ここ

ろの病はヒトのゲノムが深く関わってい

るはずですが、それはヒトのゲノムの分

化と関係しているのでしょうか。これに

答えるためにはヒトのこころの病に関わ

るゲノムの特徴を明らかにする必要があ

ります。

ヒトのこころの発達を大きく障害する遺

伝子の異常は、見つかってきています

が比較的稀です。しかし、ヒトの複雑な

個性とも深く関わっている精神の病の

多くは、少数の遺伝子の変化が関わっ

ているのではなさそうだということも分か

ってきています。「ゲノムひろば」では、こ

ころの複雑さとそれに関係する遺伝子

の個性の複雑さに挑戦する研究を紹介

しながら、こころの病とゲノム、遺伝、

環境の関係、予防法や治療法などの

夢について語り合うことができれば、と

願っています。

こころの病とゲノム
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医学・微生物学の新展開
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（図1）発達過程における精神の病のリスク要因

放線菌は抗生物質や免疫抑制剤など

多くの有用な生理活性物質を生産する

菌群です。最近は化学修飾により改良

された抗生物質が増えてきていますが、

原料となる天然物や新規生理活性物

質の生産菌として、放線菌は依然として

有用な研究材料です。ポリケチド抗生

物質は、放線菌などが持つポリケチド

生合成（PKS）遺伝子により基礎骨格

合成が行われます。PKS遺伝子は1つ

の酵素が複数の働きをするI型と、複数

の酵素がそれぞれの反応をするII型に分

類され、さらにI型はモジュール型と繰り

返し型に分けられます。このように基礎

骨格合成酵素だけをとっても多種多様

で、さまざまな酵素の作用機構には新

規創薬のヒントが隠されています。私た

ちの研究室では(1)生合成遺伝子の機

能解析、(2)生産量を増やすための生

合成制御メカニズムの解明、という大

きく2つの視点から抗生物質生合成に

関わる遺伝子を調べています。また、

放線菌の特徴である胞子を作る生活環

も(2)と同様のメカニズムで制御されて

います。今回の展示ではStreptomyces

rocheiを例に、放線菌の線状ゲノムとそ

の上にコードされた遺伝子による抗生

物質生産や胞子形成のメカニズムを紹

介します。

放線菌の形と抗生物質生産はどのように制御されるか？
―生合成遺伝子と制御遺伝子―
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医学・微生物学の新展開

Streptomyces rocheiにおける抗生物質生合成及び胞子形成の制御カスケード
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（図2）3種のゲノムから発現している同祖遺伝子の数

（図1）倍数性進化によるパンコムギの成立過程

（図2）日本人の統合失調症に関わる遺伝子の探索結果


